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阿片戦争情報としての唐風説書
11
書誌的考察
{ま
め
じ
阿片戦争は一八四
O
年
八道光二
O
〉か
ら四二年ハ道光二二)ま
でのゴ一カ年間、清国
の
阿片取締りを契機として、英国との問
に行
われ、その結果清国は香港を矢い、諸港を開港した。このことは精神的
・
物質的に清国に依存する所が多かったわが司に大きな影
響を与えずには置かなかっ
た 。
当時高まりつつあった西欧諸国への関心と栂まって、諸士
の注
目を引き、
特
に海防
の面の意見事一回等一の上で顕著にそれ守窺
え る 。
当時海外の情報は長崎に入港する和蘭
・
清商船が提
出する、そ
れぞれの風説書にぶつでもたらされる以外になかったので
、
関係
風説書の提出年月が情報の伝来年月に
41
るわけであり
、
更にそれ
が諸士により写されて行く経過合追うことで
、こ
の情報の伝播の
時間と筒聞を考察することが可能 ある。その考察ぷ本来の日的である 、その第一歩とし 本稿を草し
河片戦争情報としての唐風説書ハ森〉
を
王
と
し
オ三三
本守主
睦
彦
(l
) 
しかし関係書は全国に多数存在するため、それを網羅的に調査
することが仲々困難であり、現在実際
に
現本を調査した機関は、
東北大学狩野文庫
・
東京大学図書館
・同史
料編纂所の一部
・
東京
教育大学図書館
・
京都大学図書館
・
同
人
文科学研究所
・国
会図
書館の一
部・内閣文庫・東京都立日比谷図書館に過ぎないが、日
( 2
〉
比谷図書館所蔵の中山久四郎氏旧蔵書
に
、同氏
が「近世支那の
日
本文化に及ぼしたる勢力影響」「近世支那より維新前後の日本に及ぼしたる諸種の影響」等の執筆の材料
とさ
れた資料が含まれ
、
調査範囲の狭いのを補いうると ろ大であった
。
今回及ばなかった点は、今後も調査を続けて後日補訂を行いた
い。ついては各位のご教示を仰げたら幸い
であ
る 。
一、阿片戦争情報の日本への伝来と唐風説書
唐風説書は中国
A淀易船ハ唐船〉が長崎に入港ずると
、
義務と
し
て長崎奉行所に提出するもので
、
正 保 一
瓦年から行われた。そ
の
日
一二五
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的とする左ころは中間大陸を中心とする内外情勢に関する情報の
( 4 )  
捉出や、抜荷、有防止する等
にあった。
これについては東洋文庫刊
「華夷変態」の解題(浦民一氏札筆
)に
午 前 し い
Q
唐風説書の名称
に必ずしも
、固
定
し
たも
のでなく
、清尚
n
単等と
も呼称されてい
吋QU
( 5 J  
和 一
例船も同様
に 閑
1d
占な延
山し、これを和間風間書
等
と呼称し
ている。
( 5 )  
阿片戦
争
関係の報道は、天保一
O
年の和蘭風説書の一条に
一於二広東一エゲレス国入手之町片密売するを禁せん為-一、官府
より今予を差越して、京地に貯ふ所之阿片そ隠不レ置、悉皆可 ニ
差
川 一 己 目
之厳命あり
、依 レ 之
此を川町ふ欧羅巴州人等大-一窮苦
せり、其末於一一支部国一柳一一而も阿片合用る者ありと聞は、何れも刑に行ふべき官之命令あり 其中 者此命令犯せしものは厳科に所せられ侠趨御座侠
と、清国が広東で阿片沼売の禁止を実施したことを収録しているが
、
特に日本側がこれ 注意したようす
は窺
えな
い 。
翌一一年に戦闘は本格化し、報道もそれに連れて本格化した。
同年来航の和関船は通常のも
の
とは別に、阿片戦争関係情報のみ
( 7 )  
をシンガポールの英字新聞から取材して、「別段風説書」として一括し提出した
Q
これにより隣郊
の戦
闘の本格化を知り、当事国である消国人に
もその事実 ただすこととなった。同年夏船が欠航であったため在宿船主に質問し、その問答が当該の唐風説
書の
最初のものであ
る。この事情はその風聞の価値に最初に注目した長崎町年寄高島
一一ー-.___._ ノ、
( 8 )  
秋帆が、西欧砲術採用方を幕府に訴えた建策室日の巻頭に
当子紅毛船入、律之上風説に中上候エゲ
レ ス 人 於 一 一
唐国広東之地
一
及二騒法一候由、狛当方在創刊船主周一両亭唐国出帆前放レ承候大略中上候次柏
、
〈 山 一 相 … 遠 征 … レ 之 快 事 に 未 レ 存 侠
とあるところから知ることができる
3
それ以前になぜ賠船から報知されなかったかは確証を得ないが
風説書の提出が怖習的となって形式的に済まされたためか、または広東から離れている対日貿易基地の乍浦は、阿片戦争の前附戦をそれ程に重視していなかったためか等と推察するところである
Q関係
の賠風説書は
五カ年に一九種類が提出されている。内訳は
左の通りである。
入浴
知数
( 9 )  
天保一一年夏二通〈欠航)冬五通
(5)
。一ニク二。〈
3)
ク四ク
(4)
。
一 三
。(欠航)と
7(4)
。一四ク二通ハ
2Uh
マ一。〈
4)
弘化元ク
(3)hq
一 。
(4)
和蘭船が年一一川の入港が例であるところから種類が少ないのに
比較して、賠船側の多種類であるのは、入港船が夏冬
二期に来
航
し、そ
の船数も右にぬげた通り
、天保
一一年冬の五隻を最高に
、
同一四年夏の二隻
が
最低と、相当数であることが第一の事由とし
て上げられよう。これらの入港とともに連合または単独で提出し
(印
)
たのである。そして清側の貿易方法が官商と額商との二系統によ
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り行われていたことも関係があるであろう
Q
天保一一年夏の初報
に、秋帆上書に見られる周品享提出の額商側のものとは別文のものがあ 、同年冬の第二報にも周 米航船主と江署して提出した以外に、「在館唐人提出」とす 一通があることから推察されス
VQ唐風説書は、和蘭の別段風説書があらかじめ宅地
J Y
出港する際
に準備し舶来された能動的な発足であるに比較すれば、日本 から求められて提出した受身の発足をした
Q
しかし天保一二年夏
一か
らは、日本側がこの種 情報な求めているこ を知り、渡来に当ってその準備をし 来たことであろう
Q
情報は対日貿易の基地である乍浦で収集したもので、戦闘の主
舞台の広東は遠隔地であり、・守口商と呼ば も身分的には額商と異なるも ではない以上、民間人 商人達の入手寸る情報が風聞に属するも が多く、不正確なもので、西欧 近代的な新聞事業よる情報には数等劣ると っても過言ではあるまい
Q
清商白'井も
(日 )
天保二一年冬の一通に、白か 自分達の情報に組踊が るのは、遠隔地の伝聞であ からと述べている
Q
( ロ )
誤伝の代表的な例は、天保一一年冬を初見とする英国第三王女
を宰波府余兆円射では尻としたというもので 令一くの誤報であるのに、後便にも再々これと関連づけをした記事が見られる
Q
一二年
夏に川鼻仮条約締結の責任を問われ欽差大臣埼菩ぷ解任されたも、皇帝L無断で王女を釈放したためとし 一二一年冬に上海攻政干の報
rト
J b
悶注される等、周一品亭等の額商側内花山したもので、提
出者一川前報と間以づげのため作為したも
JL
」忠われるふ
阿片戦争汚報としての倍風説書(森)
(臼 )
また事変の見通しの一回でも、一一年冬に英王女の人質もいるの
で来夏には平和になるとする等、場当りの感が深い。
( U )  
しかし後朋になり乍浦付近にも戦火、が及ぶようになると、当然
記事は真実味合帯びて来る
Q
二二年冬には乍浦が占領され、貿易
船も焼かれ、平氏が殺され、婦女財宝が奪われた。鋲海県では都統が責任
h q
負って投身白殺を遂げた等の生々しい一記事も伝えられ
ている点、決して白己に好都合なことのみを報じているとは思えな
L Qといっても、正確な数値や客観的な判断は唐風説書には望めな
( 日 )
い
Q
南京条約の一締結の記事も、清帝の思恵
J T
英国に施すもので、
英国がそれに応じた事由は、一に兵法を知らず徒 火攻する弱味がある。二に清国の地理に不案内で僅か 海路を使え いう弱味、三は火輪船が河口・河内の浅瀬では利用でき いので清官兵に勝目がないこ左等を上げていることから察せられる
Q
その土各報の量が和蘭に比較して非常に短かい。そのため伝本
は数通を合写するか、他資料と合本する等の形態が多く、一通で独立して、一冊とでき 分量のものは、弘化元年分以外見られな、
LV
当時の我邦の評価として、嘉永三年の序文のある阿片戦争概説
(日山)
抱一一は「股墜録」の著者村松茂樹は、その序中 「本文往々にして勝負説を異にするものあり 是皆漢人文を舞して仮飾せしによれり」と、その目民性によ 事 誇大に報ずる欠点があると指摘している例がある
Q
ともあれ当時日本に入った情報は、和聞がもたらしたシンガポ
七
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ー ル
の英字紙による英同側のものと
、唐船
のもたらす清側主当事
国両者からの情報か一得れるという利点があった。しかしそのために、英兵の残
虐
行為の記事は清側は強調し、和関
風説
書
には見ら
れない等の例が、しばしば見うけられ、当時の読者はその事実の確認に苦しんだこと
であ
ろ う 。
諸般の欠点はあるにしても
、
唐風説
書
の伝播は少なくない。勿
論内容が注目を集めたも であることによるが
、
士人の
基
礎教養
に漢文の読解があり、原文も読めるということからも親しみ
ゃす
かったことにもよろう
。訳文のみでな
く原文も
多く伝えられてい
るし、関係の日本人の著述、例えば斎藤竹堂の「鳴片始末」等は漢文により著述されている。
ニ、唐風説書と幕府
唐風説書は和蘭風説
書
とともに本来は秘密
書
類で
、
要職者のみにしか閲覧されなかった。
当然のこととして、正当な閲覧者以外がこ
れを公然
と読むこと
は許されていない。
このことは、東京大学史料編纂所所蔵の「島津斉彬御手許大箪
笥書類」のなかの「唐人共風説書」と題する唐風説書集の、天保一三年一二月提出の寅三
1
六番船の風説書の付記に
右之通此節入津之唐船舶主共より、唐国戦争之一件ニ付申上候成行、和解仕候-一付、為-爾見合一御内々申上候以上、但他江漏候儀者竪く御制禁に承知仕候問 御他言ハ一切御無用- 一 被 - 歳 下 一 度
奉レ願候
、
一 部
の幕府
一二八
卯正月頴川恒助
と、「内々」のもので、「他言は一切御無用」であるこ
E
を、唐
通
詞粕
川
が付記したもので
、その取扱い方を一示す好例であるし、
通詞から諸方に漏洩した事実を裏付ける例ともなろう。
風説書の漏洩はこのような長崎の通詞達のほかに、老中等の幕
職府要者の側からの例も多い。
老中水野忠邦 側近の
一 人
であった儒者塩谷宕陰は
、そ
の地位
を利用して集めた資料をまとめて弘化四年に「阿芙蓉葉聞」を編集した。当時最も良好な資料集として一評価され、珍重され、伝本が多い
が
、そ
の中に多くの唐蘭風説
書
が収録され
、本
書
の広範な
普及とともに風説
書
も広まった。
風説書
取扱いの心得は先述
のよ
うに「内々」「他言無用」のも
ので
あるから、これを
、
汽時刊行した例はなかった。斎藤竹堂の
「鳩片始末」のように唐風説
書
を元として著述されたものが
、弘
化元年に刊行された例はあるが、原典は写本で流布していた。図
( 口 )
書の刊行には学問所の草稿検閲が必要であり
、当然秘密文
書は不
許可とされるので
、
準
一写により伝えられるよりなかったわけであ
る 。
阿片戦争を題材とした刊行書も数種存するが、嶺田楓江著「海
外新話」は
、
戦争の経過を読本仕立として
、
一般町人にも隣国の
異変を伝え
、海
防の
重
要性を認識させようと計ったが
、
草稿検閲
を得ず出版したのを佐めら て絶板処分となり
、
著者は三都払の
刑を受けた。
このことからも幕府が情報の流布を好ましく思っていなかった
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ことを推然する
J
解
b q
等と付題したため、同一のも
のの
呼称
が
まちまちでぷ別に汗
しむゆといって提出年月別で
は問則
に数
・辿の従山があり、これで
も区別できな 。ついて各通の本文首を載せて識別
の
一同
と
守 し
た 。
各通
の解題は表の
次
に列記
する
ο
三、関係唐風説書の解題
調査した唐風説
書の原文
・
訳文
・ 収
録書を年次順に排列
L
て 方 一
表
とした
。
伝本の各通は、筆写者が任意に。唐人共風説
書・
唐国風間書和
一二 提
夏 天 i
空(出
Z!期
二、同子年冬
唐
風
覧
書
説
原
文
亥五番船主周一謁亭子七月提出
1
蒙問今為阿片一件
2
阿
芙蓉嚢開
・ 防
憂録
・
清街風説疋
¥
tノ
二子
八月在館唐人原文ハ未見
)
、}/一
子 一
1 1
三番船子二一月提出
1
現有唐地
予
入風
定声
2
阿芙蓉索開・阿片乱記・陪憂録・止
至持堂雑
纂・清峡阿片一件風説書・天保雑記
子三番船
原文ハ未見)
阿片戦争情報としての唐風説
書
ハ 森 〉
1 
!収巻
録 首
室主
和 i ~
f~平
2 2 
今度イギリス悶ヨリ阿片類焦
2 
唐国広東湊之外子
に
唐
人共風
説書
1 
唐国表ヱキ
リス人
止至善
宝雑纂
・ 西
変紀開
・
天保雑記
・
直人
共風
説書
2 2 
周山ニ屯し候イギリス人阿片類集・止至
善堂
雑纂・清峡阿片
一
件風説
書
.
天保雑記
・
唐風説書集
一二九
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在館唐人
原文(未見)
P_LI) 
子冬陪通詞提出別段風説書
¥
h
J
〆
五丑一需
船 丑 一 一
一 月 捉
刊
-
現在唐山伊吉利人
2
阿芙蓉葉聞・府風説
苦笑
・
制禍
¥
，ノ一丑一一
il
四番船主丑六月提出
1
英夫入定去定就広風間
2
阿北京蓉葉間・阿片乱記・際金約跡・い映阿片一件風説
昔 前
・
天保雑記
・
荷風説書笑
・ 梢
漏
丑番船財副沈拝呑
以文(未見)
¥
・F
J
一丑五・六番船主丑二一月提出
1
英夷侵道一事自今夏以来
2
阿芙蓉葉間・鳴片始末・止至泣い堂雑纂 清映阿片一一件風説汗
・
一大保雑記
・
仙川
・
有所不為
斎雑録
hc
、 !
. 「L ; f :
・ ¥ 「 、
1
二
引
川
・
Jf
押
m m
‘
J日
一
.
了
脊町
. 1 、
.41
J
ド
』
ll
J r
H〆 一
「 ノ 」 や
U
い
一 三
O
2 
賠国広東涼之外
- 一 古 来
AO
阿片類集・止
至善堂雑纂
・
前映阿片一
一 件
風説書
.天保雑記・唐人共風説詩集
2 
当節唐国戦争の次第消峡阿片
一
件風説
書
・
天保雑記
・
有所不為斎雑
録
2 
今度於唐国イギリス人共庇人共風説書
・
唐風説苦笑
2 
ヱキリス 一条
w J
時 定 梅 川 町
四変紀間・防人共風説書・陪風説来日生
2 
内存
入 、 洋 之 船
より申
上供
知片始末
・ 止
至普堂雑基一
・部峡阿片
一
件風説
弐
.天保雑
記
・有所不為
斎雑録
2 
イキリス一条当夏唐風説書集
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年 九 、
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天保十円年一山年夏
1 
兆 一 点 入
ー 辺 勢 仙 川 仰 弘
川
r k r
科九百聞・日仰片始末・け山映一件風説
μじ い ・ 凶
変紀山
・
天 保 純 一 心
・ 山
川 同 州
11仙 川 ハ ハ 朱
・
有所不為斎
対的制
山一番船尚春川
版文(未見)
2 
) 、，l s u  l 
八 月 一 一 円
原文(米比)
¥
B， 〆
・1、 :‘ .、久子。
1
1
JI、
‘ ・
. 1 t
』
1
ド」
11
1
i l
'
lii
:
TA-
-J
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阿芙蓉索開・有所不為斎雑録他は単行書
( m m )  
各通解題
〈提出期)
て天保一一子年夏
〉(提出年月〉(提出者〉(和解通
一叫)
一同年七月・亥五番船主周溺苧(不明)H
収録時期とその聞の主要事項
天保一
O
年一一月出帆以前の伝承を提出とある。天保一
O
(道
光一九・一八一二九)年一
O
月までとすると、阿片の害、とその輸入
に伴う金銀の国外流出が清朝で問題化し
、道光帝もその禁止を巧
慮し
、広
東官克もそのなに従い
、道光一
六年頃から取締りを始め
(却)
英入手と紛争が起り出したみ英国の貿い勿監将官エリオットは本同に要請して道
光一八年七月英艦
ゴ一笠が到汗した
u
英政府の対消万
針ばできるだけ武力行使を避けようとしたが、現地商人の強硬に押されしだいに方針を転じた
ο
同年おに黄爵泌 日常に阿片
MU
飲
内政罰を上炎、道光帝は他の
V
吏に諸問し、肢も意にかなっ 林
川徐を夜間川し 欽
4h仏大医として広東に派遣
J
林法道光一九年目月
に
広東に到許
J
西欧人へ所持阿片全部の引渡しを求め、時街地を
包川、外部との交通念遮断する等の正力で.型求、を貫徹し 川月に. .  
庁八心情伺の阿川げな押収し焼捨てたひそして中断していた貿易宮川
一一
一一
ワ
】
追三百上仕候イギリス人官風説
H A
集
関したが、英人は阿片没収に抗議して広東を立退いた。消もこれに対抗 て英国との貿易を祭止し、英船への物資補給を於止した。七月二七日(西時九月四日)英艦が食糊補給のため発砲、九月
二
七日(
一 一
月
二
日)穿
' H
沖で英牒
一一長と消兵船がん父惜し、本
格的に開戦した
J
ω
収録事抗
広東での騒動についての問に応じるという形で始まり、仲町古か
ら広東は外国貿け仰の京地であったが
、
一 .
‘ ・
一三年前から英人が川
片を舶枕して米て、阿片を治に広めたぜこれを常川すると身体に有害であることが日帝の
k
聞に注し、道光
J
八年広東で阿円輸入
禁止を命じたが
、英側は聞入れず、
現
年も多肢の阿片を舶載した
の で
、
林川徐が派遣され
、林は
三日間に所持阿ハげを全部川すよう
に、そ
の
代 償 は 大 牛 肉 ハ 茶 け い 一 点 、 支 払 う
J
しかし隠したものが後円程比
されたら外人
で
も花川にするとし、ゴゲ二一六新を山させた
d
山 ー の
英国でも
hり で
あることを知
り、問主ば厳しく禁止し、刷用抗れを銃
殺しているというのに、山に売込むのは治外で、今後一切認い万討でおる
与であ
る
の
，一長人コ子な変え
n川なぬえ円汁尚完を川
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一似するので
、
英人十名合
一死罪に処した。広東貿易は再開され・に
が
い火のみは除かれた
Q
道光一九年九月英
・
消両艇が交戦
、
市 岡 氏 ハ 字
数行人が打殺された。この騒動で広東の外悶人は帰国した。
以上
、
日次
、
数仰は明確さを欠くが
、
広東での風聞を伝えるも
のとしては
、
師、時を追って相当に忠実である
Q
似し貰爵ほの上が
のことは見えない。
¥、 ， 〆二同年八月
・
在館情人(頴
川
源三郎
)
け収録時期とその間の主要事項一. 4兵ハ道光一九年〉九月頃承り侠」。主要事項は前明、参照
Q
付収録市項
前項とほぼ内容は同じで
、
泊朝の阿片禁止策の経過を概説して
いる
Q
押収阿片の箱数も二万三六箱と一致する。黄爵之の上災が
採用されたことが前項より多い
Q
末尾に「風間之内御討之桁左之通ニ御政供」と
、
日本側から発
せられた質問に対する川容が列記されている
Q
広東
・
襖門間の距
離
、
本文巻引に西洋二二ケ悶人が広東に居性するとあるがその同
名。欽差とはどんな役
日
か
、
阿片一箱の重量等。一史に付録として
広東等から各地への里紅を列記している。
この「御神之桁」対する川答の形式は子一一一需船のもの与に「問
日間」というものがあるが
、
本来は各通にも付帯されていたもので
はないかと推測
L
ている。
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日収録期間とその問の主要事担
道光二
O
年
一 一
月乍浦出港までの伝問
中
前報以降の不安の近民
(幻
)
は
、
道光
一 一
O
ペ
八四
O
年〉英政府は正式に山兵を決定
、
ジョー
ジ
・
エリオッ
ト
とブリ
17
ーを土佐
・
司令官として英却を川発さ
せ
、
六月に広東に到泊、，刈
山
列島を攻撃
、
定海を占似、北
k
して
山一川'口で貿易の白山
・
阿片没収の賠償を求める国内を埼説けげん波し
た。林則徐等強硬派は一時退き
、
時
ι石川の協調派に代る
、》その埼訴
が広東に欽差大山として下り
、
英国との交渉に汁ることになっ
た 。
何収録事問(
品作]一以に周謁亭提出の子夏の初報の嬰巳いをのせ
、
事変の発端の説
明とし
、
六月七日年波に英'慌間八般米航
、
同八日舟山
、
定海県が
襲われ
、
消司令打戦死
、
県知事は自殺し、川地は山飢された
ν
同
二四日午油を英般一笠が砲車し住民に強中小いが山
t Q
九月
二
O
日頃寧波附除兆県に英舵一隻が来活け
、
治氏兵と
ι交戦
した。献が大砲を打った際
、
そのんが勢で献が転認し
、
一束只の一郎
、か
捕虜となった
Q
その中に茶国第三王女がいた
Q
英側はその引一段
を乞い
、
交換に川北海県を返すと中入れて来たが、治将伊閉小一布は王
ルメ引波しは定海返還を条件とする
ο
阪市は広東でするように
、
王
女は陸路広東に送り
、
同地で波すと問答したが
、
英側は確たる返
事をせず、民間は定海に上除
、
夜間は船に戻る生活を統けてい
一一一一
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一》そ
の
状
勢
下で津
留と
な
ってい
たが
、 一
O
月末
に
出港を
汗され
た
じ
一 弘 船 欠
航は
、
一 一 一 般 を 仕 立 て
山
港
し
たが逆
風
で米航できなかったと
その事由を述べている
J
そして今季は川般を仕まてた占
見
通しとし
て 、
治英戦争
は人
質もいる
し 、
し 氷 山 久 迄 に
は
平和にな
るだろ
うと
結んで
いる
J
戦闘の記事は
一応明日も揃
い
嬰仰を仰げているが
、
林川
徐免臓の
記恒もなく
、
大川
を把握しているとは
一五えない
J
そし
て英王
女
を
捕
えた
とい
うぷ報は
、川
県仮条
約の交
渉の発端
と
それを結
び つ
ける等
、大い
に強調され
て
いる。日本ではこれ
rド
非常に興味をもち
、
後記の辺川提
出
分ととも
に「
海外祈活
」
手の
諸来日 取上げられ
、
更に粉
飾
されて流
布し
た 。
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一 一鰻述名提出の内で
、
周(舟)
山
列山川辺の英兵が
、
け 川 間
は采
船から
上院し、
夜は
船に
帰 っ
てい
た が 、
定海県
域に
入 っ て い 佼
もず
っと住
むよ
うになっ
たとい
う訂正の記
事
で
、
文中
の「子ノ
J二
侍船唐
人
共中
川
候
- 一
付
書
付
差と」により提
川
者を判
断
した
3
「 岡 市 一 に が
付
記され
、
定海県での
い父戦の始まりは
、
英舵の打っ
た礼砲
の
宅砲が原因
であ
る。長
平は
定海県で住民
の
慰撫
に努めて
乱
妨は
し
なかったこととの
一一カ
条を上げている
。
収録汗中「
阿
片獄集」には聞が
一川を欠く
J
、 、
ノ
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子八月在館唐
人
提山
の続篇
ω
向日品宇等の子
一 一 一 一
帯船と同形式
で巻頭
に前
従
出
分の
要約
を什
して
いる
。他はほ
とん
ど子
一三前
船のと同文であるが
、
英
γ
寸. K
の
羽 ( は
、
英側から
いけ簡を討せ
、
巨
K
を返してくれるなら周(舟)
山
を返却し
、
広東に引返して神妙に
尚売を願う いってい米たとなって
いる
J
同山
の児
市の動
向も川川
卜 ぃ
位
、 ぃ 伐 日 川
船となっ
てい
る
d
拠出者は久口口けとも巻末に「右
『ノ~者汁節米側の山人共風説之趨
、
什 一ハ 什
差上中候」としかなく
、
在 以 の 前 川 市 民 己 川 に 此 市 川 削 減
が
芯述され
て い
るところ
から
判断し
た
3
収 録 性 行
中
「阿片知集}は
、
他 れ
げの分と肌
ハなり
、
文章の表現に修
飾性
が
強い。特に
ι
女の川(は船が
い陪従して幾万もの人員が砂に周
れた等法
大
になりすぎている
ο
子一三需船の貝沢木と同様に扱
ふべき
性格
のも
ので
ある
が
、
在民
もは
文であり
、
本
L M
でほ
ぼ 一 川 し
ζ
、a
つこ
。
J/
4μJ
，
J i  
¥ t
ノ
附子冬
・
庖泊品提
出
別段風説バ
川内
容
提
山
者
・
提
山
年月
・
通ぷ名を明記
し
た伝本に接
し
ていない
し 、
子 一
ーー
一 :
需各船舶載の情報を集 成したとみなせる内容であるこ
とから
、
底油泌が別途に捉
山
した
も
のと考える。
事
項の排列
は
子
一
i
一 一 一
需船提
山のも
の
L ι
ほ
ぼ内符
であるが
、司
述がぶ細である
のは
、
白人からの附汚
に
よる用補によるものであ
ろ う 。
比一市町以のことも収録
さ
れている
J
兆
七 女 の 叫 判
明
も子
一
l l
.二
許
船
の は 「 以 上
而
芳之鈴
か
二 一
山数
十
本波
打
折られ巾候」であるが
、
こち
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らでは
「
一
度に数
パ人昨
掛院へ共前後左右に打なひかし
一ー、少
し
もばれず奮戦「
比 ハ
内謎
- 一
て後より一上
九 %
の . 川
先を突立、少
し
4よわる
処」を柿へとし、伊同
一 一布 ー
についても
一。 身 内 り ・ ぶ 六 尺 八 寸
、
限朗に山
高く面如
-票漆
一 、 口 大 - 一
街白く」「力ハ片手
- 一
市七百斤をあけ」等
と詳しくなっている。また、巻首に「子三番船唐人共申出候、不相
替
イギリス」
等と
、子
三番船の単独提出の分をも
加筆
してい
る 。
「有所不為斎雑録
3 一では「別山」と湿して、他本と只なる筒条
河とし
、文
章も簡潔であり
、他
本巻末の記事の一部を欠
い
てい
る 。
¥
，ノ
天保二一年
.一 月
・
丑一需船子一帯船主沈転殺
、同
二
需船
主正
一 定 帆
、比
伴苓
、同.
一一番船主部組斎
、
丑一県川船巨沈治以
在 自 亥 ‘ 九 需 船 ~ 上 周 品 ぃ 千 ハ 一 以 川 源 一 一 . 郎 ・ 同 牒
J一 一 郎 )
パけ内科
子 一
ー 一 一 一 番 船 と 同
内
容であるが
、
夏船欠航の県由や今季の船
仕
立てに関する記事は無
い
。子コ一番船訂正のように定海県域に英兵
が住着
いたこと
に変り
、
在広東
・
定海の英船が一
せい
に元々通り
肉売を相願ったことを加え、「此末如何落活相成申哉
ポ知不レ仕
f 一
と結んでいる
Q
「唐人共風説書」の和訳に付記
があり
、「出商共差滞之有無制
尋候処、当時の模様-一而者決而商売船之差支等一一可-和成一程之儀ニ 而
者無御座段
、船
主共申聞候」と通・向上の差支にはならな
いと
いう船
主達の観測を伝えて
いる
Q
本通を子冬期に加えたのは、内容が
一致し、子の船主達も連署
阿片戦争情報としての庶風説
書(森)
し
ていることによる
J
前提
山
文中に
A f
手 は ペ 作 作 品
川
船とあり
、内
三
笠が年内に
い片的に人浴でき
、
一三は海舟淳、から巡れて
、
正年内一
許船となったも
の で
、
的罰的には子久、
、に
rバむ
のが
適切であらうみ
三、天保一二年丑年夏
¥
』 〆一天保
一
二年六月
・
丑二
1
四番船主丑二番船主沈転穀
、
同
三番船主顧子英
・
王雲帆
、同問需船
主周一謁亭ハ頴
川
源三郎
.同藤三郎)
付収録期間とその問の、一
h a
要事項
前川米船
の天
保
一一年末から
は
一一一年五月明までを収録
瑞 仙 台
・
エリオット問のい父捗が広東で開始されたが
、
消側の引延
し策で一向に進川氏せず
、
民平は道光一一
O
年 一
二
月一正日虎門の砲
台を年以して
J i M
を か け 、 消 小 い 山 け
は
それに回して一二月二八日川品
似条約を結んだ
ο
存港対議
・
賠償金六百万ドルの支払
い・広
東貿易を道光二一年
元日
(西附一月
. .  
コ
日)から十日以内に再開する手を内容とす
る
a英軍は舟山
・
虎門から撤兵して香港に集結し
、
消の条約履行を
作った
J
しかしこの条約は両国共
に不満
足
で
、
消帝は抗戦を命
じ、林則
徐等強硬派が復し、日姪十山火山を将ししした援軍を広東に下し、璃芹は免職された。広東の防備が増強されたのを知った英軍は、虎門砲台を再占領し、消側は水附提骨関天培以下多数の戦死者を出した 。
川
月一日英市は広東城占領をほ指
し総
攻撃を開始
、
周辺の砲台
一 一 一 一 五
Hosei University Repository
法政史学
第二十号
は英軍の手中に帰し、広東城への攻撃が初められようとする時に当り、清の広東官僚がエリオットに請うて急に休戦条約(広東和約〉を結んだ
Q
広東省以外からの
清援
兵は広東から六
0
マ
イル以上の地に退く
六百万ドルを一週間以内に支払う、支払終了後は英軍は虎門外に撤退する
のを主
内
容と
するも
のであるゆ
件収録事項
最初に莱王女召捕の要旨を再び述べ、その後に埼軒・伊里布、か
広東で主帝の了解を得ず主女
等
を英側に波してしまったら、英は
約束を履行せず騒ぎ出し、度門・海口 砲台を奪.取した。その後一時小康を得て貿易も再開されたが、間
一 一 月 戦 闘 再 開 、 ぃ 庇 門 、 を 失
っ た 。
同月初旬から中
旬までに内軍の打合わ
せ
が成立した
Q
戦小
があっても一
・
1
季の内には広束
、とも商売できるであろう
L
、淵
江・乍浦・上海等は静鑑であるから、所々の商売
には
差降りた
い
ο
璃詳・伊恩布は史帝の怒りを受けて免職、となり、山川正弟納税
一[
が六軍を引具して広東に向い、林則徐も同品川リ守口に慢し、湖一九・事波の防衛に当ら
せられた
ふ
右のような内容であるが、今季から日本側から質問を受けるの
を予知して、準備し、提出し のである。川鼻仮条約・広東和約の具体的内容には一切触れず、英王女が原因 璃
普等が
免職に
なったとする等、前季と提出
者がほぼ
同じであるので、前報と辻
一倍を合わすよう作為
し
たと思われ
る
J
、 ‘
，
6
J d
'
一一天保ご一年六月・丑二
番
船財副沈刊
呑
( 不 明
U
H
内容
一一
-'-ノ、
前項を要約した形で特に新しい記事はないが、部分的に違いが
見られる。
英船が広東で璃普と阿片の商売の交渉をし、璃普から皇帝に阿
片商売を許し和昨したいと上奏したので、日帝の逆鱗に触れ、伊里布と共に免職
にな
った。しかし官吏の多くが和時を望むので、
帝自身六師を率いて広東に出発
し
ようしたが
、
民弟綿親王が代理
として出発した
Q
広東の状勢は消に不利で内城に逃げ込んでいる
始末である
が
、綿
糾王到着後がどう
な
ったか知ら
ない
とある
ω
四、天保一二年丑年冬
¥ J  一天保一三年
二
一 月
・ 丑
. 九
・
六需船木山丑五需船主顧子英
・
川
財副七
一秋附
、
丑ムハ需船主同高
卒
・ 同
財副陳躍雲〈
不明
)
什収録
期間とそ
の 間 の 、
-l
.耐 火 事 出
(
一大保一
二
年五
ー ー
冬までを収録
リ
この州問い英同
が
強磁策に転ず
( 幻
)
る時則で、エリオ
ッ
トからポテイン
ジャ
ーに全権が交代。六月二
凶日(西隣八月十日)に洩門に赴任し、本国の訓令に従い、大規棋な攻撃を始めた
Q
七月間況門占伯、八月定海占領、続いて舟山列
μ
・鎮海・寧波も占領され、更に余挑・慈鶏・奉化も征圧した。
付収録事項
実際の事件にはほとんど触れていない。綿親王が広東で防戦に
当ったが勝敗がつかな
い
。英
人はひたすら商
売を願っ
ている。
皇
帝はまだ鎮圧できないE聞いて大巾な援軍を
送
ったという非常に
M
いもので
、後
背の者。船と合同で再提川ずるハ
リをな治したも乃
折、
、 一 の
吋つ 、
hJ - u
二
天保ご
二
年一月
・
五五
・
六番船寅
一 ・
一 …
番船
丑五番船主
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一 樹 子 夫
、同
六
番船主問潟
卒
、
市一一昨船主持存洲
・防少
ん た
、
沢 一 訴
船主王宝帆・
沈H r
有(不
明)
-け内政什
口 一 一
弟
綿 ' 品
主 と ん
11
好
夫山
が交代し
たこ
と
Q
これを恐れてか英軍
が
香港に生まり行動しな
い
。消
側でも大砲の釣造を急いでいる。ま
た前の提
間分と
の
組臨する点は、広東と乍浦とは隔りがあるので
風説が上手 伝わらないためである
Q
今川の来航の蒋春洲は広東
に滞在
していたから、同人の報告を別に上
裂
する。所々が乍浦を
出港する頃、揚威大将軍
が漸
江に到訴し撤
文を
発して軍兵を集め
ていた。花月には大軍勢と軍船を揃えて英
軍
を追討 というこ
Lし だ
っ た
Lし あ
る
Q
本報で注目されるのは
、円
分迷の情報の蹴舶を述隔地からの伝
聞であるからと弁解したことと、広東滞在者の見聞を提出寸ると詳報
を
避けた
こ と
である
J
¥
?/ 三天
保二
二寅年一月
・
丑ムハ番船主周諮亭
、
寅一番船を持恭洲
・揚少栄、寅二番船主王雲帆・沈持香(平野十郎・神代徳次郎)
一け内
市 什
五名連記で
はあるが前項
にあるように寅船の蒋春洲の
提出
であ
る。他の諸通が事変の推移を追うのを主としているのと異なり、王氏十二家 商人として 広東滞在中 見聞 、戦争と貿易の関係について述べている
a
昨年五月間ごから阿片肉売以外の商売芯抗された
、 が
、米だに戦
仏 子
、が紋くので荷
州
すべての前売筋の刊
に 礼 が 思
い
d
そ
の
k
荒天で航船
阿片戦争情報として
の
府夙
説 明
い ( 森
U
い か
川たり、十
二家船主も
則政凶難
で日本
山け
の船
の
仕出方も難渋
している
d
しかし平和となり(海上無難一一人
I向 一 一 一 年
も
渡来、無レ滞
尚光相遂候ヘバ」先気も問慢できる
Q
広東辺
の
防衛は英人がどんなに騒立ても、広東、台前辺に凡六
一日挺余も行火矢を備えたから大丈夫で
、
それも
小
口 一 一 尺 斗
、
長さ
六七尺れもあり
、
最
円八千斤も
ある大筒も見た一
u
ついて
は
銅の需
要が向いので釧の輸
出
方を考慮してほ
しい
ν(
右様諸州防戦之用
芯而己専
心掛
、備向
愈厳粛一有レ之候へ
ば、先
当
時の模様-一而ハ荷
主方向売通等之儀ニ付、懸念仕 義ハ有御時間敷哉と奉存候」と来観的な観測で撚っているふ
こ の
風説
記について、丑五・
六番船
捉出
の
風説を入手し、それ
(幻)
を
他に阿覧した朝川
(附 川
〉の添状に
此円般
の肝船
内一般ハ十
一 一 月
入 、 庁 、 此
風説
い い い 仁 川 上 保 処 、 当
、正月
二相成
一 一
一般入津致、唐人の内去年中広東
へ ん い
油
2
売買二能越、
親ク見開いたし供もの有レ之候問
、アト
船之さ般
J
彼女風説担
を別ニ奉行所
へ 造
リ差出候出ニ御悼候、諸風説者
一 日 は
惜成事
L
'」 中
仏以上
朝川再拝
と
あり、広東へ商売に って叙しく見聞した情報があるというこ
とに、非常に期待しているようが
窺え
る
ο
¥ /  四同年八月三日・不明
(不明)
u v
内容
色行に戦火、か広東辺かに北上し、一川住から
a w f
沈・蘇州に拡
が ハ
たとある
d
十火船ばボンベソ砲を仙え
、舷
側合皮弘り
L
て砲火守防
，七
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子γ
'-"1 
Ij 
いでいるふ山側は八千
べ行
人の
一 化 れ な
川した
の
に い 刈 し 、 英 山 中 ば 一
五人だけだった
Q
川 市
γ波・十鮮州は大部分英市の手に波たり、戦時の
混乱から盗賊や似上使が出ている
等
をのせている。
本通の提出年は「天保雑記」によったが、他には記載はない。
寅年夏は欠航であるから、いささか疑問を感じるが、一応本間
に
前期在留船提出の例かとして納める示、更に検川したいふ五、天保一三寅年冬
¥
1 J J  
天保一三年一二月・寅一一一
ー ー
六需船山氏一一一番船主顧子英・河
川副陳逸、寅間帯船主王雲帆・沈伴香、宙九五許船主周高亭・同財訓沈
百
伯、貸しハ品川船主楊西」
苧
・楊少
栄(平
野繁十
郎
)
はい収録別問とその間のヒ安市川-唄
パ久船欠航のため天保一
一 一
. 年
一
カ年間を収録
。英市
は得港
で援
市
を待ち、一一.月到府
の
援市を
AH
わせて総攻
撃準
備な完了。川月九
H
(西謄五月一八日)午浦を山飢
J
満洲八旗兵の駐屯地で強い抵抗
を一市し、指間押官長立日以下女子供ま
で戦
死し、英軍内葬遺体千余を
数えた
。
凡月八日宝山県城、続いて
k
海県城、鎮江をと強い低抗
を冒して十日間。瓜州は降伏。陽子江の封鎖に成功し北京への食料輸送路を断った
ο
七月八日(西府
八
月十円日
)市京
城攻撃
にかか
(川副)
るところで治問が降伏 同
一一四日揚子江上の英艦コ
l
ンウオリ
スザ上でポテ
f
ソ
ジャ
!と
欽弟大同
H育英
・ 川
V
巾
」布問で府和
条約に
調印(ぃ川京条約叉江寧条約)した
。
香港訓議、広東等正港開港、戦費・賠償金一
一 一
OO
万 ド
ルの支払
行向独占貿易の廃止、両国官
吏の対等交
渉等を内
容と
するも
の で
a - - -
' ¥  
-
一
F
・
一， ノ
あり
、従来
の山側に
一 万 的 低 仲 一
の
広点貿易制度ば崩壊し
人 九
斗づ寸リへ
T A
い
Hトドバ
l、
r'
ヤ
H U
勺
ε
-i-Ei
v」 ぷ
四月八日英艦隊
が突
如
乍浦
を
襲
い、役所・民家を焼き街を灰侭
と
した。兵
隊も駐屯
した
が
、
一
九日伊里布
が交
渉し撤兵させた♀
その際正氏の日新・全勝サと貨物船一二支が焼かれ、に平船は洋中で全市
… さ れ た
が悦
川
d
減宝船は九月まで尚
山
に仰宿されるという
損害を受
けた
a
英平は続いて仁海を攻撃、英艦ば帆柱
に
大砲を上げて城内を攻
撃し
、守備の提
督隙
化成も応戦して英人を
多く
倒した
が
戦死し、
以も内偵された
u
ここでも伊里布の申し入れで撤兵した。英軍が
伊 川
市布の命令を聞く
のは
、捕
虜を
釈はし
てもら
った恩義
があ
るか
らであ
る
d
だが
央市の乱
川
一 は
止まず、山山口府を同
L
、人ム陵デ川京)
に迫ったので
、
欽定
大ほ許英
は
M
VE
山とともに失舵に赴き、ポッ
テ
ィ
ン
ゲル手に教導を
加え、丹治
-M
門
手
で
い 父
υ仰
を
消すこと
とし
失兵は本国に帰還した。
英軍が兵を修めた理由は、一に兵法を知らず徒に火攻をする弱
味がある。一一に油国の地理に不案内で僅に海路を使えるという弱味
、
ぺ
は火愉船はあるが川内・河口
の浅瀬では
利用できないふ
で
あるから
消側
が有兵
を廷す
れば勝
けが
ないからであるとあ
る 。
央市の転戦も網羅されず、伊
m F
」布の命令で撤兵するなど事実に
以する。これ
は子冬の英王女の記事に関
連付けしよ
う
とする提川
おの作為で
、
周 パ 品
ぃ日γ
・
4上安帆は央七ん%の川て米るものに必ず名を
述ねている
J
ぃ同京条約の記事もんヒく簡単
で
、
条約の内経も香港
-M
門での
い 父
Hosei University Repository
易許可としか伝、えず
、 川 市
が央側をたしなめたようない父市になって
いる。英側
が
応じた理由もこじつけでしか
な
いリこの時刻の的誌
としては八しく不完全で、和蘭のそれに及ぶべくもない
u
¥‘ ，
J 
一一天
保三一一年二一月・寅三需船船主顧子英・財訓隙逸バ(平野
繁十郎
)
ハけ内容
昨冬以来英軍は香港に一船繋りし、同名を偽って交易していたが
阿片交易が抗されないのを憤り、同び市市計力に訴えた
が
、広
取付
近は防備が開く
、他
の地を加い
、川
月 刷 、 鎮
n
山 川
合迎ったが地抑…
J V -
知らずに深く攻入り、却て以内兵に攻められ船 逃げ
た
J
しかし宇
波・舟山・午浦等が十円相され、航海県都統は自殺した。
T I
氏の日
新・全勝サ
等が焼
か
れ
、
太平
・似宝一船も被
害を受けたこと。林川
徐が免職になり流罪となったが引巾は不明
。
其後追々戦乱は鎮り
、山
港時には諸行持鍬で
、
そのまま同家治
鉱になるだろう。
その後に乍浦の近況を
付
記し
、
央児ハの掠作と戦火で瓦版の地と
なったとしている。
鎖口府で 英軍敗退とか、ド川京条約についての記事がない手、
前通より一
層
不完全
で
ある。ただ
乍浦の近況を伝えた点であり
、
英兵撤兵を伊里布の命令によるというような記事は含まれてい
な
、
Q
' u  六、天保一四卯年夏
¥lJ 一天保一
四年七月・卯
一・
二帯船主卯一帯船主周必卒
、同
財副沈背伯、卯二番船主顧子英・
4 1
主帆、同川副鰐心閥、
阿片戦
争情報としての唐風疏件(森)
( 出
川川郎八
)
、け収録
時則
とその出
ρ
一1 m r
u山
天 川 体
一
円年正バから六月町
( ま
で収録》講和は成立して貿易も再
開されたが、対英感情は好転せず、広東中心の排外運動が活発化し、道光
二二年一一月印度
人船員主治人との
一 応 一 嘩 か ら 始
ま り 、
昨
宋が暴徒化して何回地を枕き以存する手の紛争、が制定したぷ
ω
収録心川(
前半
で戦午経過を略記し
、
後半で調印後の模様を伝えている
J
敗喰の期
一山は
、
山川市に刃猛刊誌の将がず
ノ~しいわけではないが
、
央市の火胞
の催秀さにほれた
J
開港は再港
・版門・市山
で央人は涼
く
消帝の
仁
徳に感謝
L
た 。
実際には講和後失人が反門をことわった
。
市和後すぐ消英阿国間で問題となったムリ間での矧波船員虐殺事
件も伝え
、
1V
ぃ史の処分に英側が感服しているということ。
午浦に正月一日阿片を肢んだ船が米たが日手が
な
く一日在津し
ただけで出港した
ο
¥
J
ノ
同年七月・府泊品提出別段風説れれ川
(加川門郎八
)
パけ内科
山 川 ， 山 川 河 よ り
「別段中仁
」ー
とあるが
、卯
一
・
二議船主手への聞いけ
で
、
一一条あり
、前
通を補足する記事である
ο
例へば
一 寸 早
川叫刷醗・大将磯帆
Mm同人共漢学も致し居り能
言
語通用
川
米
、既
に一以来之賠人此ハ之内
、
致一面談
一候者も能有候趨御陵候
と モ
リソン・
ポテ
ィ
ンジャ
l
に漢学の素養があることを伝えたり
ム川向の位置や民情の品明の条もある
J
‘ょ
a
f u
-
-- -
イ ノ
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七、天保一四卯年冬
¥: ' 〆一天保一四年二一月
・
不明(不明し)
け内政什
今季には四般が来航しているので
、
その述人口又その中のいずれ
かの提出したものと考える。八し文を左に上げる
u
追々
一 一 一 -円上仕候イギ
リス人
逆乱一条当又中上候通
、
双方和議相持
香港舟山口にてイギリス人共柳無-一野心一商売仕居、山]時に宅
hり
天朝之仁徳に白川服致し弥以静捕に仕候儀
ニ御原候、此段以こいい
付一申上候
八、弘化元年
、 、
JJ一弘化
二年二一月
・
公川船主周いやか
、
同則副江似合、
(頴川四郎八・鄭幹輔)
' け
内科
「英同位犯紀時しとして中独の者引いのように収われるのが一般
的であるが
、
序文に和蘭風説作九けを凡て、
' H
己の
k
海での実見をも
加えて阿片戦やか
一概説したと執不当情を述べ
、
長崎奉行所に捉川
したもの
でも
あり、風説荒川として扱うべきも
の
と考えるゆ
戦争の発端から終末までを略記し、 録に南京条約の条文
・
ア
ラ ビ
ア数
字
・簡単
な英単語があ
り、原本に
は更に彩色の英
人風
俗
凶八売があり
、
この図をも転写
し
たものは少ない。周等の提出し
( お 〉
たもの及びその和訳の原本が東京教育大学図書館に所蔵され
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